
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1472001328

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 株式会社　ツクイ

訪問調査日 令和3年2月20日

事業所名 ツクイ平塚徳延グループホーム

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和3年3月19日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年2月20日

事　業　所　名

（ 254-0902

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

ツクイ平塚徳延グループホーム

登録定員

通い定員

令和3年3月24日

神奈川県平塚市徳延631-1

宿泊定員

定員　計

令和3年3月19日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和　2　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒221-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

令和2年10月1日指 定 年 月 日

株式会社　ツクイ

1472001328
令和2年10月1日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和3年1月31日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は、株式会社ツクイホールディングスの子会社、株式会社ツクイの経営です。
同法人は神奈川県を地盤にデイサービス・訪問介護・訪問入浴・訪問看護・居宅介護支援・
小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護などの在宅介護サービスから、有料
老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅・グループホームなどの居住系サービスを展開
し、様々な顧客のニーズに合わせた多様な福祉・介護サービス事業を全国で経営しており、
現在は700以上の事業所があります。ここ「ツクイ平塚徳延グループホーム」はJR東海道線
「平塚駅」から「高村団地行き」のバスで15分程の「神明下」下車して徒歩5分の高麗山麓
の住宅地の中にあり、陽あたりも良く、金目川と河内川がすぐ近くを流れており、散歩など
にも適した静かな環境下にあります。
●ケアについては、事業所理念「温かい家庭的なあなたの暮らしを守ります」を実践すべ
く、「①お客様のできることを奪わない②機能訓練を意識したサービス提供③パーソン・セ
ンタード・ケア」を支援の柱とし、利用者一人ひとりの残存能力を見極めたうえでその方の
有する能力を維持・継続できるよう日常生活の中に機能訓練を盛り込んでいます。また、人
によって様々な認知症状があり、要因なども異なることから、画一的なケアではなく、その
人の立場に立って、要因や・背景を検討しながらの個別に注力して取り組んでいます。
●今年は新型コロナウィルスの影響もあり、感染症拡大防止の観点から利用者および職員の
体調管理に留意して取り組んできました。感染症拡大のリスクを減少させるために主治医に
相談し、内科・歯科のみならず、精神科・皮膚科・眼科においても往診体制を整えるなど、
不特定多数の人との接触を避け、感染リスクの減少につなげています。
●事業所では環境整備にも取り組み、この度オーナーとの契約更新に伴い、すべてのエアコ
ン・トイレなどの設備をリニューアル、壁紙を変更するなど、ハード面においても快適に生
活できる環境づくりに努めています。

高麗山麓の住宅地という陽あたりの良い閑静な場所にあるグループホームです。全
国41ヶ所にあるグループホームの知見を活かしながら、事業所内研修や外部研修を
受講し全職員が研鑽を積んでいます。私たちは、利用者様が自立に近い形で家事な
どの役割を持ちながら生活することにより、認知症の症状を緩和できるよう本来の
目的を常に意識しています。レクリエーションに重点を置き、常に利用者様との会
話を心掛け、その方の思いを受容・共感し、「ここに来て良かったよ。」と言って
もらえるケアを目指しています。「自分の親を当ホームに預けられるようなケアを
したい。」を合言葉に職員相互協力のもと運営しています。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

ツクイ平塚徳延グループホーム

さくら

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

経営理念・社訓・会社定義・ツクイ行動宣言を提示
し、毎朝、合唱・唱和することで共有し、職員の行
動規範としている。
事業所独自の基本理念を掲示している。
また、身体拘束・虐待防止宣言やツクイのマナーポ
リシーの共有に努めている。
毎月１日に社歌を斉唱している。

法人の経営理念・社訓・会社定義・ツクイ行動宣言
を事務所に掲示しています。毎朝、合唱または唱和
して共有しています。理念・社訓・定義・行動宣言
は業務にあたるうえでの行動規範としています。ま
た、事業所独自の理念も掲示され、理念に基づいた
ケアの実践につなげています。

今後の継続

自治会長に協力をいただきながら、地域包括支援セ
ンター職員・民生委員や平塚市の介護相談員・ボラ
ンティアの協力を得ている。
お客様散歩付き添い時や出退社時に近隣住民への挨
拶、玄関先飲料自動販売機(災害救援ベンダー)開放
により交流を図っている。

近隣住民からの施設見学や介護相談を受け入れるな
ど、事業所として地域に還元できる取り組みは日常
的に行っています。現在はコロナ禍のために利用者
を伴っての交流は自粛していますが、職員の出退勤
時には地域の方と挨拶を励行するなど、日常的な関
わりを持つように心がけています。

今後の継続

近隣住民からの施設見学・介護相談を受け入れた
り、AED設置を表示している。
また、要望があれば一時的な駐車スペースの提供を
行っている。
自衛消防訓練実施時、近隣住民に訓練の説明方々、
参加を促している。

2ヶ月に1度（偶数月に）運営推進会議を開催、お客
様・お客様のご家族様および有識者として自治会
長・地域包括支援センター職員・民生委員に参加を
願っている。会議議事録を事業所職員にも回覧し、
お客様のご家族様や有識者の意見を職員会議に諮る
など、サービス向上に努めている。

自治会長・地域包括支援センター職員・民生委員・
家族・利用者の参加で2ヶ月に1回開催しています。
事業所の現状や活動内容について報告し、会議の内
容は議事録にて他の職員にも回覧して情報を共有し
ています。参加者の方からいただいた意見などにつ
いては、職員会議で議題に挙げて検討し、サービス
向上に活かしています。

今後の継続

運営推進会議へは参加いただけないが、介護保険課
に訪問・電話で相談、助言をいただきながら協力関
係を築くように取り組んでいる。また、行政主催の
講義や研修には、積極的に管理者のみならず職員も
参加している。
コロナ禍、感染症防護具不足に対し、物品調達にご
尽力いただいた。

平塚市の担当者には運営推進会議への参加を呼びか
けていますが、現状は参加いただけていません。市
の担当者には疑問が生じた際に相談にのっていただ
き、事業所の実情を把握していただくようにし、協
力関係の構築に努めています。行政主催の研修案内
が届いた際には、管理者のみならず職員の参加も促
しています。今年はコロナ禍による感染症防護具不
足に対し、物品調達などで尽力していただきまし
た。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

事業所研修で「高齢者虐待防止研修」を年2回実施し
知識を共有するとともに、ライブカメラ（一定期間
録画保存）設置で防止に努めている。日中のみなら
ず、夜間の状況把握も毎日行っている。原因不明の
斑出現においても、計画作成担当者を中心に原因究
明に努めている。

顧客満足度調査（CSアンケート）、運営推進会議、
外部評価アンケート、玄関設置のご意見箱で広く意
見を聴取し、本社研修や職員会議で諮り運営に反映
させている。また、来設時や運営推進会議でお客様
のご家族様から要望や苦情があった場合、書面に経
緯を残すとともに朝礼や職員会議等で伝達してい
る。

入居時には、重要事項説明書に記載している苦情相
談窓口について説明しています。日常的な意見や要
望については、玄関に設置している意見箱、来訪時
や電話連絡した際に近況報告と合わせて意見や要望
を伺っています。また法人で取り組んでいる顧客満
足度調査、外部評価の家族アンケートも貴重な意見
と捉え、職員に結果を共有し、改善に取り組んでい
ます。家族からの意見や要望は書面に経緯を残すと
ともに朝礼や職員会議で伝えています。

今後の継続

事業所研修で「身体拘束禁止研修」を年2回実施し知
識を共有するとともに、身体拘束禁止委員会を設置
して定期的な討議の場（運営推進会議）を作り運営
管理している。フィジカル・スピーチ・ドラッグ
ロックについての知見を収集し、委員会で検討のう
え職員に発信している。ユニット扉施錠もやめた。

事業所内研修の中で「身体拘束禁止研修」を年2回実
施している他、身体拘束禁止委員会を設置し定期的
に討議の場を設けています。フィジカル(身体的)・
スピーチ（言動）・ドラッグ(薬による抑止）ロック
についての知見を収集し、委員会で検討したうえで
運営推進会議の場で報告し、職員にも参加者からの
意見を報告しています。研修や委員会の場のみなら
ず、職員会議でも共通認識を図りながら身体拘束の
ないケアに取り組んでいます。

今後の継続

平塚市成年後見利用センターが平塚市社会福祉協議
会の運営で設置されており、相談窓口を活用できる
状態になっている。（現在、4名のお客様に成年後見
人がいる。）また、倫理・権利擁護の研修参加で学
びを得ている。

その都度、お客様のご家族様に充分な説明を行い理
解を得ている。変更が生じる場合には予めお客様の
ご家族様に通達したうえで、変更合意書を遅滞なく
交わしている。
今回、会社のホールディングス化に際し、説目を
行った。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期
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自
己
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外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

介護知識・技術向上について毎月の事業所内研修に
加え、本社研修を案内しスタッフが自らの意思で受
講できる場を用意している。また、グループホーム
プロジェクトを設置しグループホーム職員相互の学
びの場を用意している。新人職員には「ツクスキ」
やチューター（指導者）制度を導入している。

管理者として職員が常に発言できるよう、少しの時
間でも会話を心掛けている。また、朝礼・職員会議
や個人面談でも意見を募り、運営改善に努めてい
る。

管理者は出退勤時や休憩時間にも積極的に職員とコ
ミュニケーションを図り、業務やケアに関する意見
や提案を聴くようにしています。職員から職場環境
に関する意見・要望、また、業務やケアに関する意
見・提案を受けた場合は職員会議の議題に挙げ、検
討した後に反映させるようにしています。

今後の継続

職員より職場環境改善等の相談・提案を受けた場
合、意見を傾聴し場合によっては各職員と話し合
い、働きやすい職場になるよう努めている。修繕・
物品に関しても予算を鑑みながら施工・備蓄に努め
ている。（災害備蓄品も同様に進めている。）

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

計画作成担当者が中心となり、お客様ご本人やお客
様の関係者から近況を聴取してフェイスシート・ア
セスメントシートを作成する。入居時カンファレン
スで職員間情報共有し、お客様ご本人の安心・安全
確保に努めている。

ツクイ他事業所訪問、グループホームプロジェク
ト、平塚市グループホーム連絡会参加により、優れ
た部分の情報を事業所に持ち帰り、サービスの質の
向上に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期
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己
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

計画作成担当者が窓口になりお客様・お客様ご家族
様の不安・要望を傾聴し、連絡を密にとり信頼を得
られるように努めている。
入所直前には管理者もお客様のご家族とゆっくり話
し合える時間をもち、サービスに反映できるよう心
掛けている。

最初の計画書作成時、現在の解決すべき課題をお客
様・お客様のご家族様とともに話し合いながら、決
定できるように努めている。また、担当介護支援専
門員に意見を求めたり、その際ご用意いただいた書
類も参考にしている。

お客様ご本人ができることは積極的にお願いし、で
きないことを支援させていただく対等な関係「お客
様と職員の共同生活」を目指している。

面会時にお客様ご本人とゆっくり話せる環境を提供
したり、事業所行事への参加を促し、ともに支えて
いく関係づくりを目指している。

入居前に関わっていた介護支援専門員・近隣住民や
お身内等の来設を促したり、お客様のご家族様との
外出（食事・散歩・墓参等）や外泊など、馴染みを
断ち切らない支援に努めている。年賀状もお客様ご
本人にお渡しし、その方とのご関係を伺いながら話
題作りに努めている。

入居時のアセスメントで本人を取り巻く環境や人間
関係などの情報を把握し、入居後もこれまで築き上
げてきた馴染みの関係が途切れないよう支援してい
ます。本人からの要望があれば、手紙・はがき・年
賀状・電話の取り次ぎなども支援しています。現在
は感染症拡大防止のため、面会は制限しています。

今後の継続
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

ツクイが現在、特に力を入れているグリーフケアを
事業所研修で知識習得し、相談支援体制を確立して
いる。事業所も遺されたご家族様にケアマネジャー
が定期的に訪問や連絡を行っている（その方の定期
訪問も受けている）。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

レクリエーションや家事手伝いの共同作業を通じ
て、職員の仲介でお客様同士が支え合える場を創出
できるよう努めている。

常にお客様とのコミュニケーションからご本人の想
い・要望・意向を探り、「気づき」を介護記録・3ヶ
月に1度のカンファレンスで情報共有に努めている。
また、平塚市の介護相談員からの情報を参考にして
いる。重度化されたお客様は、表情や仕種から意向
を読み取る努力をしている。

「入居事前面談」にて本人や家族、在宅時などのケ
アマネージャーから生活歴・趣味や嗜好・既往歴・
暮らし方の希望などを聞き取りながら面談記録を作
成し、職員間で情報を共有しています。入居後は
日々の関わりで本人が発した言葉や表情から得られ
た情報や職員の気づきは個人記録などに記入すると
ともに、カンファレンスで情報を共有しています。

今後の継続

お客様のご家族様と面会時の会話から、以前の暮ら
しぶりや嗜好等を伺い、お客様ご本人との関わりを
そこから模索していく努力をしている。また、面会
の機会が持ちづらいご家族様には電話連絡し、積極
的に情報収集を行っている。

3ヶ月に1度のカンファレンスでご本人の現状（過ご
し方・潜在力等）や課題について検討している。心
身状態は日々の申し送りにより観察を行っている。
また、毎週来設する訪問看護師から看護視点のアド
バイスをいただいている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

計画作成担当者が中心となり、介護記録や日々の申
し送りから課題・ケアのあり方をカンファレンスで
検討、お客様のご家族様要望や医療職（主治医・訪
問看護師）の意見を鑑み作成している。

事前面談記録を基に初回の介護計画を作成してお
り、1ヶ月を目安にADLやIADLなどの情報を収集して
います。月1回のケア会議でカンファレンスを行い、
日々の記録や職員の気づきを話し合い、ケアの課題
などを明確にして共通認識を図り、その方の自立に
向けた介護計画を作成しています。カンファレンス
時には本人・家族の意向、関係者からの意見を反映
させながら現状に即した介護計画を作成していま
す。

今後の継続

ケアの試行を繰り返し、結果から新たな「気づき」
を共有すべく記録して、職員個々の取り組みからケ
アの標準化を模索している。介護記録が紙からタブ
レットに変更され、申し送りが即時確認できるシス
テムとなったので活用していきたい。

ツクイ行動宣言にある「チャレンジを楽しもう」を
実践すべく施設環境を整えたり、今まで取り入れた
ことのないサービスや支援も積極的に試行してい
る。また事例発表会から他事業所の取り組みを参考
に、自事業所に合わせた取り組みにしている。

運営推進会議に参加いただいている有識者（自治会
長・地域包括支援センター職員・民生委員）、平塚
市の介護相談員、ボランティア、近隣住民、オー
ナー、事業所関連業者と連携し、豊かな暮らしを提
供できるよう支援している。

主治医（内科、歯科）の定期往診を受け、時にはお
客様ご本人に代わり相談、お客様のご家族様へ報告
を行いながら支援している。急変時のドクターコー
ル対応や訪問看護師の巡回（毎週）も受けている。
精神科・皮膚科・眼科の往診体制も確立できてい
る。

入居時に事業所の協力医療機関について説明し、本
人と家族の希望を尊重して主治医を決めていただく
ようにしています。協力医療機関に切り替えている
方は定期の訪問診療を受診し、歯科は必要な方のみ
契約して定期的に口腔ケアや治療など必要な処置を
受けています。訪問看護師は週1回巡回に来ており、
医療面に関する相談にのっていただいています。さ
らに皮膚科や眼科の往診体制も確立しています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

バイタルチェックシートからお客様の体調変化を読
み取れるように、必要事項（血圧・体温・食事・水
分摂取量・排泄量・睡眠）を記入し、変調がある場
合は訪問看護師に相談したり医師への取り次ぎを
願っている。

主治医や訪問看護師に相談・助言をもらいながら、
管理者・計画作成担当者・お客様のご家族様が入院
医療機関関係者と、早期退院に向けた話し合いに努
めている。認知症患者は必ずと言っていいほど身体
拘束されるため、リハビリよりも早期退院をお願い
している。

非常災害対策マニュアルおよび計画を作成してい
る。非常災害対応研修を実施したり、消防計画に基
づき年2回の避難訓練を行っている。消火設備点検や
非常食・飲料水・物品の備蓄をしている。
BCP（事業継続計画）も策定した。
自治会の取り組みにも参加（本年度中止）。

非常災害対策マニュアルおよび計画を作成し、マ
ニュアルに基づき年2回の訓練を実施しています。訓
練時には、消火器や防災設備の取り扱い方法につい
ても確認しています。また、訓練とは別に非常災害
対応研修も実施し、様々な災害に対応できるよう備
えています。非常食・飲料水・衛生用品・備品を準
備しています。今年は自治会の訓練はコロナ禍のた
め中止となりましたが、自治会の訓練にも職員が代
表で参加し、地域との協力体制などについても確認
しています。

今後の継続

入居契約時に「重度化した場合の対応に係る指針」
を説明し、看取りの対応に備えている。お客様のご
家族様と終末期に向けた話し合いを医療機関の協力
を得ながら適宜行い、看取りケアを遂行できるよう
努めている。（本年度も看取りを１件実施した。）

契約時、「重度化した場合の対応に係る指針」に
沿って説明しています。状態の変化が見られた段階
で家族・医療機関・事業所の3者による話し合いの場
を設け、終末期に向けて今後の方針を共有していま
す。事業所での看取りを希望される場合には家族・
主治医(看護師を含む)・職員で情報共有しながら看
取りケアを遂行できるよう努めています。事業所で
は看取りの実績もあります。

今後の継続

急変に対するマニュアル作成および「介護事故発生
時および緊急時の対応」事業所研修を実施し知識を
職員間で共有したり、平塚消防署の救命講習に参加
してAEDの使用方法等を学んでいる。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

社訓の『顧客重視』『個人尊重』を介護の礎にして
「接遇マナー・プライバシー保護」の研修実施、日
常のケアで不適切な言葉がけや対応がなされていな
いか、身体拘束禁止委員会委員を中心に職員同士で
気を配っている。介護の基本であるお客様の尊厳に
ついて再考、委員会で具体的事例に取り組んでい
る。

入職時に配布しているスタッフハンドブック(会社の
経営理念、経営基本方針の解説書)には、職員として
の心構え、法令遵守、倫理、個人情報の取り扱いに
ついての項目が網羅されており、それを基に入職時
研修を行っています。社訓の「個人の尊重」に沿っ
て、利用者1人ひとりの性格や個性を受容し、尊厳を
損ねることの無いよう、対応や言葉がけは十分に配
慮しています。

今後の継続

日常の関わりの中でお客様ご本人の想いや要望を言
い表わせるよう受容の態度で臨み、ご本人がどうし
たいのかを最優先に考え、自己決定を尊重してい
る。職員の都合でどうするべきかを誘導するのでは
なく、お客様ご本人の想いに寄り添えるケアを目指
している。

職員のペースを押しつけないケアを目指している。
お客様ご本人の満足度をあげ、安心できる環境を提
供し、気持ちよく過ごせることができるよう（お客
様ご本人との）会話を心掛け要望に添える努力をし
ている。

季節に合った身だしなみを勧めたり、着用した衣類
に対し感想を述べ整容に興味を持っていただける言
葉がけをしている。衣類が汚れた時にさり気なく着
替えを勧めたり、朝一番にホットタオルを提供し気
持ち良く一日を過ごしてもらえるよう努めている。

盛りつけや食器洗い・食器拭きを手伝ってもらった
り、調理の状況をキッチンやキッチンカウンター越
しに見てもらったりして食事を楽しみにしてもらえ
る演出をしている。食事のテーブルに職員がつき、
会話しながら楽しく食べられる雰囲気を作ってい
る。作り置きしないで温かい食事を提供している。

業者からレシピ付きで食材を発注し、職員が調理し
ていますが、盛り付けや食器洗い・拭きは手伝って
いただくようにして、残存能力の維持につなげてい
ます。台所はカウンター越しに調理の様子などを見
ることができるようになっており、工程を見てもら
うようにもしながら、食事の楽しみにつなげていま
す。時候に合わせた食事も提供し、季節感を感じて
いただけるようにもしています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事量や食事形態、本人の好き嫌いを考慮した食
材・飲料の提供、定期的な血液検査から食事のコン
トロールをしている。体重測定から栄養摂取状況を
把握し、主治医・訪問看護師に相談している。水分
摂取量もチェック表で把握し、不足が見られる場合
は飲みやすい飲料（多種類）で水分補給に努めてい
る。

毎食後の口腔ケア誘導・介助、義歯洗浄を実施して
いる。また、義歯紛失の恐れがあるお客様の義歯を
一時お預かりしたり、夜間は義歯洗浄剤を使用し管
理している。希望者は週1回の歯科往診を受けて、口
腔状態観察や口腔体操で嚥下機能維持に努めてい
る。口腔衛生管理体制加算を算定している。

排泄表を確認しながらトイレ誘導したり、食事や
ティータイム前後に言葉がけをして促している。安
易に介護用品を導入するのではなく、排泄表に基づ
きカンファレンスで検討し、定時誘導を試みてい
る。また、お客様の状態に合わせ、トイレの場所が
わかる表示も試行している。Pトイレの活用もしてい
る。

排泄チェックを用いて、利用者全員の排泄状況を記
録し、1人ひとりの排泄パターンの把握に努めていま
す。日中はトイレでの排泄を基本とし、時間やタイ
ミングを見計らった言葉がけでトイレ誘導を行い、
トイレでの排泄を促しています。また、カンファレ
スでも排泄表を基にタイミングや排泄支援方法につ
いて確認し、排泄の自立支援につなげられるよう検
討しています。

今後の継続

水溶性食物繊維（リンゴ・みかん・人参・キャベ
ツ・トマト等）・不溶性食物繊維（芋・ごぼう・き
のこ類）・発酵食品（味噌・ヨーグルト）・オリゴ
糖（玉ねぎ）の提供および水分摂取表で1L/日程度の
直接水分摂取に取り組んでいる。主治医相談のう
え、下剤・マグネシウムの服薬介助をしている。

お客様ご本人の意思を最優先し、言葉がけの工夫
（温泉に入りませんか？等）や着脱室の温度に留意
しながら、週２回以上の入浴機会を提供している。
浴槽に入れないお客様はシャワー浴になるが、身体
を冷やさないようタオルを背部や膝元に掛けるなど
個々に応じた入浴支援を行っている。

週2回の入浴を基本として、安全かつ気持ち良く入浴
していただけるよう、入浴前にはバイタルチェッ
ク、本人の体調を確認したうえで本人の意向を確認
しながら入浴支援を行っています。機械浴は完備さ
れていないため、浴槽をまたぐことが出来ない方は
シャワー浴で対応していますが、身体を冷やさない
よう膝や背中にタオルを掛けています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

日中にレクリエーションや頭・身体の体操を行って
いただき、昼夜逆転予防をしている。「安心して就
寝できる」に重点に置き、遅番・夜勤職員が相互協
力して、ご本人のペースで居室（ベッド）に入れる
ように支援している。寝衣への更衣も相互協力し、
楽な衣類で気持ちよく休めるように支援している。

服用薬は提携薬局で毎食後用服薬管理箱を用意いた
だき倉庫（鍵付）にて保管、倉庫から担当職員が
キッチンに準備する。介助時、ダブルチェック（当
日パートナー）して誤薬・落薬に留意し、服薬後口
腔内の確認で服薬事故防止に努めている。本人に
合った形態で服薬できるよう主治医・薬剤師に相談
している

IADL（手段的日常生活動作）の維持に努めるべく家
事（食器拭き・洗濯物干し畳み・調理・掃除等）を
お手伝いいただいている。趣味の会、音楽教室、
アート教室、大正琴、食レク、園芸など、お客様ご
本人に合った事を提供し気分転換の支援をしてい
る。

季節行事（桜観賞・鯉のぼり観賞・紅葉観賞等）、
夜間外出、日光浴・外気浴を含む散歩、お客様のご
家族様と外出など戸外に出かけられるよう支援して
いる。庭に出て土に触れてもらったり、建物脇を流
れる川にいる鯉に餌をやったりと気分転換の場を創
出している。川沿いに咲く花を観賞してもらってい
る

散歩の環境には恵まれており、建物脇を流れる河内
川の橋から鯉のえさやりをしたり、河川敷を散歩し
ながら。四季折々の花を楽しんでいただくようにし
ています。毎年季節ごとの外出行事（桜観賞・鯉の
ぼり観賞・紅葉観賞など）も計画して出かけていま
すが、今年はコロナ禍のため、人が集まる場所への
外出は自粛しています。

今後の継続

社内規則により施設で金銭管理はできないため、金
員の所持はない。ご本人要望の物品はお客様のご家
族様同意のうえ、立替金で用意することもできる。
お客様ご本人の趣味嗜好がある物品は、ご家族様と
ともに外出いただき用意をお願いしている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

お客様ご本人の要望により電話の取り次ぎや郵便は
がきの依頼があった場合、（お客様ご家族様の許可
があれば）即時対応している。手紙はあくまでも本
人に書いていただき、ポストに入れるお手伝いをし
ている。

季節感を出すためフロア壁面、ユニット扉や内階
段・玄関に装飾を施したり、生花を活けている。事
故につながらないようお客様目線で装飾にあたって
いる。採光、室温、換気、不快な音に留意するとと
もに、テーブルや椅子の配置を考慮しお客様の動線
確保に努めている。また、職員同士の会話（業務に
関することを含め）にも留意している。

共用空間は家庭らしさを大切にしたいとの思いか
ら、過度な飾りつけは行わず、壁面・階段・玄関に
適度に季節感を取り入れた装飾を行い、落ち着いて
過ごせる共用空間となるよう心がけています。ま
た、安全かつ快適な空間となるよう十分な動線の確
保、採光・室温・換気も職員によって調節されてい
ます。今年からすべてのエアコン・トイレなどの設
備リニューアル、壁紙を変更するなど、ハード面に
おいても快適に生活できる環境づくりに努めていま
す。

今後の継続

両ユニットにソファを配置しお客様同士くつろげる
場を提供、畳部屋に座してもらったり、新聞・雑誌
を提供したり、専用の椅子を用意しひとりの居場所
を提供している。室内照明は全てLEDに変更し、チラ
つきや（場所がら）虫を寄せつけない配慮もしてい
る。

居室はエアコン・換気扇・カーテン・クローゼット
のみ設置で、家具・寝具・写真・置物など使い慣れ
たものや馴染みのものを自由に配置いただき、お客
様ご本人の望む装飾を施せるよう決めごとはない。
ただし、刃物やライターは遠慮願っている。

居室はエアコン・換気扇・カーテン・クローゼット
は完備されており、今年はすべてのエアコンをリ
ニューアルしました。家具・寝具・写真・置物など
は使い慣れた物や思い出の品を持ち込んでいただく
よう伝え、家庭の延長として生活できる居室作りが
されています。

今後の継続

居室出入り口に表札を掲げ、（共用の）浴室・トイ
レが分かりやすい表示にしている。廊下には車イス
を放置せず、手摺りに物を掛けたりしないなど安全
に配慮している。玄関には履物を交換しやすいよう
腰を下ろせる椅子を設置している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所
ツクイ平塚徳延
　　　　　グループホーム

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ツクイ平塚徳延グループホーム

 ユニット名 うめ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

経営理念・社訓・会社定義・ツクイ行動宣言を提示
し、毎朝、合唱・唱和することで共有し、職員の行
動規範としている。
事業所独自の基本理念を掲示している。
また、身体拘束・虐待防止宣言やツクイのマナーポ
リシーの共有に努めている。
毎月１日に社歌を斉唱している。

自治会長に協力をいただきながら、地域包括支援セ
ンター職員・民生委員や平塚市の介護相談員・ボラ
ンティアの協力を得ている。
お客様散歩付き添い時や出退社時に近隣住民への挨
拶、玄関先飲料自動販売機(災害救援ベンダー)開放
により交流を図っている。

近隣住民からの施設見学・介護相談を受け入れた
り、AED設置を表示している。
また、要望があれば一時的な駐車スペースの提供を
行っている。
自衛消防訓練実施時、近隣住民に訓練の説明方々、
参加を促している。

2ヶ月に1度（偶数月に）運営推進会議を開催、お客
様・お客様のご家族様および有識者として自治会
長・地域包括支援センター職員・民生委員に参加を
願っている。会議議事録を事業所職員にも回覧し、
お客様のご家族様や有識者の意見を職員会議に諮る
など、サービス向上に努めている。

運営推進会議へは参加いただけないが、介護保険課
に訪問・電話で相談、助言をいただきながら協力関
係を築くように取り組んでいる。また、行政主催の
講義や研修には、積極的に管理者のみならず職員も
参加している。
コロナ禍、感染症防護具不足に対し、物品調達にご
尽力いただいた。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

事業所研修で「身体拘束禁止研修」を年2回実施し知
識を共有するとともに、身体拘束禁止委員会を設置
して定期的な討議の場（運営推進会議）を作り運営
管理している。フィジカル・スピーチ・ドラッグ
ロックについての知見を収集し、委員会で検討のう
え職員に発信している。ユニット扉施錠もやめた。

事業所研修で「高齢者虐待防止研修」を年2回実施し
知識を共有するとともに、ライブカメラ（一定期間
録画保存）設置で防止に努めている。日中のみなら
ず、夜間の状況把握も毎日行っている。原因不明の
斑出現においても、計画作成担当者を中心に原因究
明に努めている。

平塚市成年後見利用センターが平塚市社会福祉協議
会の運営で設置されており、相談窓口を活用できる
状態になっている。（現在、4名のお客様に成年後見
人がいる。）また、倫理・権利擁護の研修参加で学
びを得ている。

その都度、お客様のご家族様に充分な説明を行い理
解を得ている。変更が生じる場合には予めお客様の
ご家族様に通達したうえで、変更合意書を遅滞なく
交わしている。
今回、会社のホールディングス化に際し、説目を
行った。

顧客満足度調査（CSアンケート）、運営推進会議、
外部評価アンケート、玄関設置のご意見箱で広く意
見を聴取し、本社研修や職員会議で諮り運営に反映
させている。また、来設時や運営推進会議でお客様
のご家族様から要望や苦情があった場合、書面に経
緯を残すとともに朝礼や職員会議等で伝達してい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

管理者として職員が常に発言できるよう、少しの時
間でも会話を心掛けている。また、朝礼・職員会議
や個人面談でも意見を募り、運営改善に努めてい
る。

職員より職場環境改善等の相談・提案を受けた場
合、意見を傾聴し場合によっては各職員と話し合
い、働きやすい職場になるよう努めている。修繕・
物品に関しても予算を鑑みながら施工・備蓄に努め
ている。（災害備蓄品も同様に進めている。）

介護知識・技術向上について毎月の事業所内研修に
加え、本社研修を案内しスタッフが自らの意思で受
講できる場を用意している。また、グループホーム
プロジェクトを設置しグループホーム職員相互の学
びの場を用意している。新人職員には「ツクスキ」
やチューター（指導者）制度を導入している。

ツクイ他事業所訪問、グループホームプロジェク
ト、平塚市グループホーム連絡会参加により、優れ
た部分の情報を事業所に持ち帰り、サービスの質の
向上に努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

計画作成担当者が中心となり、お客様ご本人やお客
様の関係者から近況を聴取してフェイスシート・ア
セスメントシートを作成する。入居時カンファレン
スで職員間情報共有し、お客様ご本人の安心・安全
確保に努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

計画作成担当者が窓口になりお客様・お客様ご家族
様の不安・要望を傾聴し、連絡を密にとり信頼を得
られるように努めている。
入所直前には管理者もお客様のご家族とゆっくり話
し合える時間をもち、サービスに反映できるよう心
掛けている。

最初の計画書作成時、現在の解決すべき課題をお客
様・お客様のご家族様とともに話し合いながら、決
定できるように努めている。また、担当介護支援専
門員に意見を求めたり、その際ご用意いただいた書
類も参考にしている。

お客様ご本人ができることは積極的にお願いし、で
きないことを支援させていただく対等な関係「お客
様と職員の共同生活」を目指している。

面会時にお客様ご本人とゆっくり話せる環境を提供
したり、事業所行事への参加を促し、ともに支えて
いく関係づくりを目指している。

入居前に関わっていた介護支援専門員・近隣住民や
お身内等の来設を促したり、お客様のご家族様との
外出（食事・散歩・墓参等）や外泊など、馴染みを
断ち切らない支援に努めている。年賀状もお客様ご
本人にお渡しし、その方とのご関係を伺いながら話
題作りに努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

レクリエーションや家事手伝いの共同作業を通じ
て、職員の仲介でお客様同士が支え合える場を創出
できるよう努めている。

ツクイが現在、特に力を入れているグリーフケアを
事業所研修で知識習得し、相談支援体制を確立して
いる。事業所も遺されたご家族様にケアマネジャー
が定期的に訪問や連絡を行っている（その方の定期
訪問も受けている）。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

常にお客様とのコミュニケーションからご本人の想
い・要望・意向を探り、「気づき」を介護記録・3ヶ
月に1度のカンファレンスで情報共有に努めている。
また、平塚市の介護相談員からの情報を参考にして
いる。重度化されたお客様は、表情や仕種から意向
を読み取る努力をしている。

お客様のご家族様と面会時の会話から、以前の暮ら
しぶりや嗜好等を伺い、お客様ご本人との関わりを
そこから模索していく努力をしている。また、面会
の機会が持ちづらいご家族様には電話連絡し、積極
的に情報収集を行っている。

3ヶ月に1度のカンファレンスでご本人の現状（過ご
し方・潜在力等）や課題について検討している。心
身状態は日々の申し送りにより観察を行っている。
また、毎週来設する訪問看護師から看護視点のアド
バイスをいただいている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期

待したい内容

自
己
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外
部
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

計画作成担当者が中心となり、介護記録や日々の申
し送りから課題・ケアのあり方をカンファレンスで
検討、お客様のご家族様要望や医療職（主治医・訪
問看護師）の意見を鑑み作成している。

ケアの試行を繰り返し、結果から新たな「気づき」
を共有すべく記録して、職員個々の取り組みからケ
アの標準化を模索している。介護記録が紙からタブ
レットに変更され、申し送りが即時確認できるシス
テムとなったので活用していきたい。

ツクイ行動宣言にある「チャレンジを楽しもう」を
実践すべく施設環境を整えたり、今まで取り入れた
ことのないサービスや支援も積極的に試行してい
る。また事例発表会から他事業所の取り組みを参考
に、自事業所に合わせた取り組みにしている。

運営推進会議に参加いただいている有識者（自治会
長・地域包括支援センター職員・民生委員）、平塚
市の介護相談員、ボランティア、近隣住民、オー
ナー、事業所関連業者と連携し、豊かな暮らしを提
供できるよう支援している。

主治医（内科、歯科）の定期往診を受け、時にはお
客様ご本人に代わり相談、お客様のご家族様へ報告
を行いながら支援している。急変時のドクターコー
ル対応や訪問看護師の巡回（毎週）も受けている。
精神科・皮膚科・眼科の往診体制も確立できてい
る。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

バイタルチェックシートからお客様の体調変化を読
み取れるように、必要事項（血圧・体温・食事・水
分摂取量・排泄量・睡眠）を記入し、変調がある場
合は訪問看護師に相談したり医師への取り次ぎを
願っている。

主治医や訪問看護師に相談・助言をもらいながら、
管理者・計画作成担当者・お客様のご家族様が入院
医療機関関係者と、早期退院に向けた話し合いに努
めている。認知症患者は必ずと言っていいほど身体
拘束されるため、リハビリよりも早期退院をお願い
している。

入居契約時に「重度化した場合の対応に係る指針」
を説明し、看取りの対応に備えている。お客様のご
家族様と終末期に向けた話し合いを医療機関の協力
を得ながら適宜行い、看取りケアを遂行できるよう
努めている。（本年度も看取りを１件実施した。）

急変に対するマニュアル作成および「介護事故発生
時および緊急時の対応」事業所研修を実施し知識を
職員間で共有したり、平塚消防署の救命講習に参加
してAEDの使用方法等を学んでいる。

非常災害対策マニュアルおよび計画を作成してい
る。非常災害対応研修を実施したり、消防計画に基
づき年2回の避難訓練を行っている。消火設備点検や
非常食・飲料水・物品の備蓄をしている。
BCP（事業継続計画）も策定した。
自治会の取り組みにも参加（本年度中止）。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

社訓の『顧客重視』『個人尊重』を介護の礎にして
「接遇マナー・プライバシー保護」の研修実施、日
常のケアで不適切な言葉がけや対応がなされていな
いか、身体拘束禁止委員会委員を中心に職員同士で
気を配っている。介護の基本であるお客様の尊厳に
ついて再考、委員会で具体的事例に取り組んでい
る。

日常の関わりの中でお客様ご本人の想いや要望を言
い表わせるよう受容の態度で臨み、ご本人がどうし
たいのかを最優先に考え、自己決定を尊重してい
る。職員の都合でどうするべきかを誘導するのでは
なく、お客様ご本人の想いに寄り添えるケアを目指
している。

職員のペースを押しつけないケアを目指している。
お客様ご本人の満足度をあげ、安心できる環境を提
供し、気持ちよく過ごせることができるよう（お客
様ご本人との）会話を心掛け要望に添える努力をし
ている。

季節に合った身だしなみを勧めたり、着用した衣類
に対し感想を述べ整容に興味を持っていただける言
葉がけをしている。衣類が汚れた時にさり気なく着
替えを勧めたり、朝一番にホットタオルを提供し気
持ち良く一日を過ごしてもらえるよう努めている。

盛りつけや食器洗い・食器拭きを手伝ってもらった
り、調理の状況をキッチンやキッチンカウンター越
しに見てもらったりして食事を楽しみにしてもらえ
る演出をしている。食事のテーブルに職員がつき、
会話しながら楽しく食べられる雰囲気を作ってい
る。作り置きしないで温かい食事を提供している。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

食事量や食事形態、本人の好き嫌いを考慮した食
材・飲料の提供、定期的な血液検査から食事のコン
トロールをしている。体重測定から栄養摂取状況を
把握し、主治医・訪問看護師に相談している。水分
摂取量もチェック表で把握し、不足が見られる場合
は飲みやすい飲料（多種類）で水分補給に努めてい
る。

毎食後の口腔ケア誘導・介助、義歯洗浄を実施して
いる。また、義歯紛失の恐れがあるお客様の義歯を
一時お預かりしたり、夜間は義歯洗浄剤を使用し管
理している。希望者は週1回の歯科往診を受けて、口
腔状態観察や口腔体操で嚥下機能維持に努めてい
る。口腔衛生管理体制加算を算定している。

排泄表を確認しながらトイレ誘導したり、食事や
ティータイム前後に言葉がけをして促している。安
易に介護用品を導入するのではなく、排泄表に基づ
きカンファレンスで検討し、定時誘導を試みてい
る。また、お客様の状態に合わせ、トイレの場所が
わかる表示も試行している。Pトイレの活用もしてい
る。

水溶性食物繊維（リンゴ・みかん・人参・キャベ
ツ・トマト等）・不溶性食物繊維（芋・ごぼう・き
のこ類）・発酵食品（味噌・ヨーグルト）・オリゴ
糖（玉ねぎ）の提供および水分摂取表で1L/日程度の
直接水分摂取に取り組んでいる。主治医相談のう
え、下剤・マグネシウムの服薬介助をしている。

お客様ご本人の意思を最優先し、言葉がけの工夫
（温泉に入りませんか？等）や着脱室の温度に留意
しながら、週２回以上の入浴機会を提供している。
浴槽に入れないお客様はシャワー浴になるが、身体
を冷やさないようタオルを背部や膝元に掛けるなど
個々に応じた入浴支援を行っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

日中にレクリエーションや頭・身体の体操を行って
いただき、昼夜逆転予防をしている。「安心して就
寝できる」に重点に置き、遅番・夜勤職員が相互協
力して、ご本人のペースで居室（ベッド）に入れる
ように支援している。寝衣への更衣も相互協力し、
楽な衣類で気持ちよく休めるように支援している。

服用薬は提携薬局で毎食後用服薬管理箱を用意いた
だき倉庫（鍵付）にて保管、倉庫から担当職員が
キッチンに準備する。介助時、ダブルチェック（当
日パートナー）して誤薬・落薬に留意し、服薬後口
腔内の確認で服薬事故防止に努めている。本人に
合った形態で服薬できるよう主治医・薬剤師に相談
している

IADL（手段的日常生活動作）の維持に努めるべく家
事（食器拭き・洗濯物干し畳み・調理・掃除等）を
お手伝いいただいている。趣味の会、音楽教室、
アート教室、大正琴、食レク、園芸など、お客様ご
本人に合った事を提供し気分転換の支援をしてい
る。

季節行事（桜観賞・鯉のぼり観賞・紅葉観賞等）、
夜間外出、日光浴・外気浴を含む散歩、お客様のご
家族様と外出など戸外に出かけられるよう支援して
いる。庭に出て土に触れてもらったり、建物脇を流
れる川にいる鯉に餌をやったりと気分転換の場を創
出している。川沿いに咲く花を観賞してもらってい
る

社内規則により施設で金銭管理はできないため、金
員の所持はない。ご本人要望の物品はお客様のご家
族様同意のうえ、立替金で用意することもできる。
お客様ご本人の趣味嗜好がある物品は、ご家族様と
ともに外出いただき用意をお願いしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

お客様ご本人の要望により電話の取り次ぎや郵便は
がきの依頼があった場合、（お客様ご家族様の許可
があれば）即時対応している。手紙はあくまでも本
人に書いていただき、ポストに入れるお手伝いをし
ている。

季節感を出すためフロア壁面、ユニット扉や内階
段・玄関に装飾を施したり、生花を活けている。事
故につながらないようお客様目線で装飾にあたって
いる。採光、室温、換気、不快な音に留意するとと
もに、テーブルや椅子の配置を考慮しお客様の動線
確保に努めている。また、職員同士の会話（業務に
関することを含め）にも留意している。

両ユニットにソファを配置しお客様同士くつろげる
場を提供、畳部屋に座してもらったり、新聞・雑誌
を提供したり、専用の椅子を用意しひとりの居場所
を提供している。室内照明は全てLEDに変更し、チラ
つきや（場所がら）虫を寄せつけない配慮もしてい
る。

居室はエアコン・換気扇・カーテン・クローゼット
のみ設置で、家具・寝具・写真・置物など使い慣れ
たものや馴染みのものを自由に配置いただき、お客
様ご本人の望む装飾を施せるよう決めごとはない。
ただし、刃物やライターは遠慮願っている。

居室出入り口に表札を掲げ、（共用の）浴室・トイ
レが分かりやすい表示にしている。廊下には車イス
を放置せず、手摺りに物を掛けたりしないなど安全
に配慮している。玄関には履物を交換しやすいよう
腰を下ろせる椅子を設置している。
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事業所
ツクイ平塚徳延
　　　　　グループホーム

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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